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予 定

日 曜 備 考
保護者礼拝堂10時50分集合

平成31年度　入園説明会① 午後1時より

5 水

17 月 休園

18 火 午前10時より

年長組は午後より登園

午前中保育

23 日 秋分の日 休園

24 月 休園

ランチ始まり 6日(木)

歯みがき指導

18 火 年中さくら組

25 火

防災の日を覚える。

年　長（あやめ組） 年　中（さくら組）

簡単なルールのあるあそびをする。

絵本や紙芝居に親しむ。

園生活のリズムを取り戻す。

楽しかったことを先生や友だちに話をす
る。

防災の日を覚える。

運動会ごっこを楽しむ。

運動会を楽しみに準備をしていく。

友だちといっしょにする楽しさや大切さを知り、
協力することを体験する。

絵本や紙芝居に親しむ。

身近な自然に触れて遊ぶ。

おじいさん、おばあさんに親しむ｡

音楽に合わせて歌ったり、踊ったりする。

楽しく歌ったり、踊ったりする。

防災の日を覚える。

年　少（たんぽぽ組)

運動会について話し合い、準備をしてい
く。

わからないことや不思議に思ったことを調
べる。

楽しく歌ったり、踊ったりする。

友だちと協力して活動する。
（運動会ごっこ・夜の幼稚園）

ルールを守って遊ぶこと、ゲームすることの楽し
さを知る。

金

ザアカイはいそいでおりてきて
                           よろこんでイエスをむかえた

ルールを守って遊ぶこと、ゲームすること
の楽しさを知る。

園生活に期待をもって登園する。

自分の経験したことや体験したことを先生
や友だちに話をする。

家族について考える。

敬老の日について考え、おじいさん、おば
あさんに絵や手紙を書く。

年長あやめ組

園生活のリズムを取り戻す。

敬老の日について考え、おじいさん、おばあさん
に絵や手紙を書く。

敬老の日

年少たんぽぽ・年中さくら組

年長あやめ組　夜の幼稚園

9　月　の　予　定

弾む

これまでの遊びに加え、夏の経験からの遊びが始まり、試したり
相談しながら友だちの関係が広がる。

生活のリズムを取り戻し、見通しをもって生活する。

9月誕生会

空・星・虫など自然の変化に興味をもち、友だちと思いを通わせ
ながら関心を深める。

21

徴税人ザアカイは、お金は持っていましたが、友だちがい
ませんでした。寂しく、孤独な人でした。当時の徴税人
は、みんなに嫌われていたようです。もしかしたら、不正
な取り立てをしていたのかもしれません。そんなザアカイ
は、イエスさまが町を通られると聞き、一目でもいいので
イエスさまを見たいと思いました。背の低かったザアカイ
は、たくさんの人々にさえぎられて、イエスさまを見るこ
とができません。また、ザアカイに場所を譲ってくれる人
はいません。そこで、イエスさまを見たい一心で近くに
あったいちぢく桑の木に登りました。木の下を通られたイ
エスさまは、上を見上げて声をかけられました。「ザアカ
イ、急いで降りてきなさい。今日は私はぜひ、お前の家に
泊まりたい」と。ザアカイはなんと驚いたことでしょう。
そして、嬉しかったことでしょう。イエスさまが「自分」
を知ってくださり、イエスさまが声をかけてくださったの
ですから。そして、ザアカイは急いで降りてきてイエスさ
まを迎え入れたのです。その後、ザアカイは「財産の半分
を貧しい人に施します。だれかから何かだまし取っていた
ら、4倍にして返します」と新しく生まれ変わり、自分か
ら人々との関係を築いていこうとしました。イエスさまと
の出会いによって、ザアカイは変わりました。イエスさま
はどんな人も分け隔てなく、友だちになってくださいま
す。私たちもイエスさまに出会ったものとして歩んでいき
たいと思います。

予 定

自分の経験したことや体験したことを先生や友だ
ちに話をする。

私たちの平和な日々を感謝し、神さまの望まれる平和の大切さを
共に考え、祈る。

ねがい

3 月
第二学期始業

平成31年度　入園説明会②

振替休日


